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SF入学試験
曰文学部 三小誼文

別紙解答用紙に解答すること。

問1 以下の文旅を300字-4 00字で要約しなさい。

問2 スポー ツ選手のセカンド・キャリアと文学部での学びとの関連を、300字-4 00字で述

べなさい。

プロ野球は、ドラフト1位であれば、年俸1千万円、契約金1億円という大金を手にする

世界だ。 プロ野球担当記者として、希望に満ち、入団契約に笑顔で臨む何人もの高校生や大

学生たちに接してきた。ただ、この中で数年後、 プロとして活躍し続けている選手はどれほ

どいるのだろう、と考える時がある。多くの選手が、2 0代で姿を消していく。彼らにとっ

ては、 引退後の人生の方が長い。

ドラフト6 位で阪神に 入団した奥村さんは、入団当時の契約金が4 千万円、年俸は4 8 0 

万円だった。 高校を卒業し、 他の業界に 入った新社会人と比べたら、 高給取りだ。「右肩上

がりで稼いでいく。バラ色の人生を描いていた」と笑う。だが、次第に金銭感覚がおかしく

なっていった。1 9歳だった1年目のオフには、年俸の一部を積み立てていた15 0万円ほ

どの定期預金を解約し、 同級生に食事代をおごり、使い切った。プロ2 年目以降は、多いと

きで、 1日2 0万円使った。

スボー ツ界には 「タニマチ」と呼ばれ、金銭的支援をしてくれる一般企業の社長が少なく

ない。奥村さんもタニマチに誘われた日は、「お金をじゃんじゃん使ってもらった」。 プロ4

年目、2 2 歳で戦力外通告を受けた時の貯金は、ほぼゼロだった。一時期は国民健康保険料

すら払えなくなった引退後の奥村さんを救ったのは、一冊の資格ガイド本。商業高校時代に

簿記2級の資格を取り、経済の仕組みにも興味を党えたことを思い出し、公認会計士になる

ことを決意した。1 0回目の試験で合格した。ただ、奥村さんのようなキャリア形成は、ア

スリートの世界では珍しい。競技の経験をいかして、指導者や解説者といった職業を目指し

ても、収入を安定させるのは難しいのが実情だ。それでもこれらの職を目指す人が多いのは、

裏を返せば、「セカンドキャリア」の選択肢が少ないということでもある。

アスリ ートはどうしたら、様々な職種から選べるようになるのだろうか。奥村さんは「ニ

つの先入観」 を取り払うことを提案する。 一つ目は、 アスリート自身の先入観で、 「スポー

ツしかしてこなかったから、スポー ツに関わる仕事しかできない」という思い込みだ。アス

リートは学生時代からほぼ競技漬けの日々を過ごしてきた。 周りも似たような環境で育っ

た人が多い。だからこそ、セカンドキャリアとして、思い浮かべることのできる職種は少な

いという。数字にも表れる。 プロ野球を例にすると、2 0 2 1年に日本プロ野球機構が行っ

た調査では、前年に戦力外あるいは引退した選手13 3人の平均年齢は2 8 · 1歳。うち野

球に関わる職業を選んだ人は76%。野球以外の一般職（自営・企業を含む）に進んだ人は

9 ％だった。特にプロ野球で寮生活を送る若い選手は、戦力外通告を受けると、1カ月と経

たないうちに退寮を強いられる。引退後を考える時間的余裕もなく、心理的負担が大きいか

らこそ、 競技の延長線上ですぐに稼げる仕事に飛びついてしまう傾向にある。 奥村さんは

「収入はもちろん大事だけど、どういう社会貢献をしたいとか、どんな人生を歩みたいかを

考えることを度外視して、 短期間で選んでいる。 自分もそうだった」と振り返る。

二つ目の先入観は、 アスリートに対して社会が抱くイメージだ。「スボー ツ選手に対する

イメージと言えばなんでしょうか」と奥村さんに聞かれた。体力、根性、上下関係、礼儀 ・・・

…。私が思い浮かべた単語だ。奥村さんによると、企業側は引退したアスリートに、営業職

を持ちかけることが多い。そのためか、アスリ ー ト側の思いと企業側の間にミスマッチが生

じることがある。奥村さん自身、 プロ野球時代の後塑から、引退後の仕事が合わないと相談

されたことがある。 他のケ ー スでも、 「体力仕事はできて、 知的作業は向いていないと思わ

れた結果」、 数年で仕事を辞めてしまった人もいたという。

では、アスリートが 競技以外で発揮できる強みとは、何か。奥村さんが例に挙げたのは、

自己研箔（けんさん）を梢む思考回路だ。

高校3年生で全国大会出場を目指すために、 1年生の時は体作りをすることに集中する。

走るタイムを縮めるために、ダッシュの本数を増やそうと考える。これらは先を見据えたト

レーニングで、「タイムマネジメント能力」とも言える。奥村さんは、「あれだけ毎日のよう

に、トライ＆エラー を繰り返し、どうすれば良くなるかと考えている人間ってアスリート以

外にいない」と断言する。 その思考回路こそ、 色々な仕事にいかせるという。

奥村さんは2 0 1 7年に 一般社団法人を設立し、 引退する選手に向けたキャリアサポー

ト研修会や、現役アスリー トヘの講演会を開いている。競技以外の選択肢を持つ 「デュアル

キャリア」の考え方を広める活動も始め、対象を中高生にまで広げて、将来のキャリア形成

につなげてほしいと考える。何よりも、保護者や指導者にデュアルキャリアを知ってもらい

たいと願う。

奥村さんを突き動かすのは、「2 0 年前に僕が苦労したり、 不安に思ったりしたことは、

今の時代も全く変わっていない」という思いだ。勤め先の税理士事務所で担当するプロ野球

選手やJリーガー、 陸上、 卓球、 五輪選手らから、「何が収入になって、 何が経費になるか

わからない」と相談を受けたこともある。引退後の資産形成に無頓消なアスリートも少なく

ない。 「予防療法的なキャリア支援をしていかないと、 引退後に苦しむアスリートは絶対に

なくならない」

社会の側にも注文がある。 アスリートに対する新しい見方だ。 「スポー ツ ＝ ビジネストレ
ー ニングなんです」。 発想が転換されれば、 アスリートの活躍の場が広がるはずと信じてい

る。

以上
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